テーマ：河川のランドスケープが利用者にどのような影響を与えるのか
研究目的：デザイン演習Ⅲの授業で河川周辺のランドスケープをテーマとしているので、それにつながることをしたい。
①研究背景と研究目的（社会的背景・要求）

河川空間は都市の中の貴重な連続的な自然であり、昔からその特徴を活かして運輸や憩い、コミュニケーションの場として発達していた。

しかし車や鉄道が発達した今、船での運輸は一部の大きな河川だけどなり、一般の市民の生活とはかけはなれた空間となっている河川空間もある。

そこで、船での物資の運輸機能はないが、今でも一般人の生活と関わりのあるウォーターフロントと、人が集まっておらず昔のように人に開かれていないウォーターフロントの違いについて比較することで、ウォーターフロントのランドスケープに今求められているものが見えてくると思った。
②研究の位置付け

以前作成したレビューでは、河川空間でのランドスケープが利用者にどのような心理的、行動的な影響を及ぼすかについてまとめた。それらの論文では、すでに集まっている利用者を対称として調査を行っていたが、今回私はそもそもどのようなランドスケープの河川空間に人が集まるのか、ということを研究する。
③調査目的と調査方法

目的

人を集める、人に魅力的だと思わせるウォーターフロントのランドスケープはどの様なものなのか、ということを明らかにするために調査をする。その上で今後その計画をする際に活かす。
方法

調査方法は同じ河川の中で、人が集まっている場所と集まっていない河川のランドスケープを比較する。
項目

a：河川の周りの都市の特徴（住宅地・商業地・工業地・公共の場・アクセスなど）、

b：河川空間に何があるか（建物・広場・植物・遊歩道など）
c：河川の特徴（川幅・深さ・生態系・流れの速さなど）
対象地域

利用されている場所として京都の鴨川（三条～四条あたり）
利用されていない場所として鴨川のほかの箇所
それぞれ１０箇所ほど
④分析手法

人に利用されている場所と利用されていない場所の比較、検討
数量化分析Ⅰ・Ⅱ
⑤仮説

人が利用している河川の近くには、もともとそこを生活の拠点としている人たちがいる。（居住者や会社員、学生など）

また、利用されている河川空間は、人の活動をうながすようなランドスケープがある。
